
　

 

厳しい寒さが続きますが、暖かな日もあり、木々は芽吹きの準備をはじめています。校門の枝垂れ梅の

花が開き、少しずつ日も伸びてきました。長かった試練の時もあと少しで終わります。体調に気をつけて、

新しい春に向かって頑張りましょう。学校図書館では、みなさんの心が温かくなる本を準備してお待ちし

ています。
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学校図書館

今年はうるう年です！
２月29日に起こった出来事

・1896年
国内金融の統制をおこなう日本銀行本店が、現在の

日本橋に完成。
【出典】総合百科事典ポプラディア（Sagasokka!）

・2012年
着工から4年近くを経て、東京スカイツリーが完成。

高さ634ｍはタワー（塔）としては世界一の高さ。

（ビルも含むと、ブルジュ・ハリファが1位。）
【出典】『世界史 366日事典』創元社

2月29日が誕生日の作家

・赤川次郎 1948年 福岡県生まれ

『幽霊列車』『三毛猫ホームズ』シリーズ

・辻村深月 1980年 山梨県生まれ

『冷たい校舎の時は止まる』『かがみの孤城』

立春（二十四節気・２月４日ごろ）
梅の花が満開になる時期です。梅が咲くのは、桜がもうすぐ咲く合図でもあったので、 昔から

「梅は咲いたか、桜はまだか」などと歌に詠まれたり、口ずさまれたりしていました。
【出典】『はじめてふれる日本の二十四節気・七十二候』汐文社

『手紙屋 蛍雪編』

喜多川 泰 著

ディスカヴァー・トゥエンティワン〈NDC159〉

何のために勉強するんだろう？何のために大学に行く

んだろう？進路に悩む女子高生、和花が「手紙屋」から

学んだ、勉強の本当の意味とその面白さ。ベストセラー

『君と会えたから…』『手紙屋』の著者が贈る渾身の

メッセージ。

※ライブラリーサーチより引用

芥川龍之介賞
「東京都同情塔」九段理江著 新潮社

雑誌（同人雑誌を含む）に発表された、新進作家による純文学の

中・短編作品のなかから、最も優秀な作品に贈られる賞。

直木三十五賞
「ともぐい」河﨑秋子著 新潮社

「八月の御所グラウンド」万城目学著 文藝春秋

新進・中堅作家によるエンターテインメント作品の単行本（長編小

説もしくは短編集）のなかから、最も優秀な作品に贈られる賞。

【出典】公益財団法人 日本文学振興会 https://bungakushinko.or.jp/

テーマは「手紙」 ～文字で伝えるメッセージ～

★学校図書館からのお知らせ★

３年生のみなさんへ

３年生の最終貸出は、2月29日（木）

最終返却は、3月1日（金）です。

＊なるべく本を借りられるように、設定しました。

貸出期間が短くなりますが、ご利用くださいね。

著作権と出典の書き方
図書やインターネットで調べた時に必要となる出典の書

き方についての資料を用意しています。ぜひ手に取って確

認してみてくださいね。分からないことがあれば、図書館

指導員に声をかけてくださいね。

『往復書簡』
湊 かなえ 著 幻冬舎 <NDC913〉

あれは本当に事故だったのだと、私に納得させてくだ

さい。高校卒業以来十年ぶりに放送部の同級生が集まっ

た地元での結婚式。女子四人のうち一人だけ欠けた千秋

は、行方不明だという。そこには五年前の「事故」が影

を落としていた。真実を知りたい悦子は、式の後日、事

故現場にいたというあずみと静香に手紙を送る―（「十

年後の卒業文集」）。書簡形式の連作ミステリ。

※ライブラリーサーチより引用

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』

東野 圭吾 著

角川書店 <NDC913〉

夢をとるか、愛をとるか。現実をとるか、理想を

とるか。人情をとるか、道理をとるか。家族をとる

か、将来をとるか。野望をとるか、幸せをとるか。

あらゆる悩みの相談に乗る、不思議な雑貨店。しか

しその正体は…。物語が完結するとき、人知を超え

た真実が明らかになる。
※ライブラリーサーチより引用

芥川賞・直木賞は1月と7月に発表されます。

気になる本を読んでみよう！


